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二十 一 年間は全歴史の六分の 一 ほど 過ぎないが それでも 「十年 一 夢」（十年一覚揚州夢）の二倍、 「二十年両夢」だから、夢を二つ見ることができる勘定にな 。　
創刊から終刊まで二つも夢を見たかどうかはさておき、 一 貫して編




る。学 で独自編集する目的の 一 つには、卒業（修了）後も研究を志す卒業生に研究成果を発表する場を提供してあげたいという思いが、当時の老先生方のなかに ったのである。そこで筆者が本学に赴任する直前に、当時の学科主任 中下正治先生か 、大学紀要を手掛け 印刷所の調査（発行費用等の調査）を命ぜら 。　
本学では紀要の発行予算は学科に所属する専任教員の人数で割
り振られているので、中国哲学文学科 ような小所帯（六人）では刊行費に限りがあり、十社ちかく交渉してみたものの予算面での難しさに直面することになった。当時はパ ソコンなど扱う人はほとんどおらず、ワープロ ようやく行きわたりはじめた頃である。原稿はまだ手書きであったので、今よりずいぶん印刷費が高かった 大学から下りる予算も、今と比べると 一 倍半ちかくもあったのに、それでも印刷会社から示された見積りは 桁が違った。 方 予算の三倍から四倍の見積りを示さ たときは、暗澹たる思いに沈んだ。　
じつは印刷会社も決まらぬうちに印度哲学科と「協議離婚」が





があるとの情報を得られると、さっそく新人の私に調査を命ぜられたように、蔭ではいろいろと手を打たれたのである（吉野へは夏季休暇で帰省時に車を飛ばしたが、ここも折り合いがつかなか った） 。結局、秋深くなって原稿が集まり出した頃、神保町のすずらん通りにあっ 内外印刷に飛び込んで相談 ところ、予算内の発行を引き受けてもらえるこ になった。大げさに聞 えるかもしれないが、紀要担当者としては地獄で仏に出会っ 気持ちであ た。　
こうして 一 九九二年度の紀要が、予定どおり 一 九九三年三月に発
行されたのである。印刷会社の話を続けると、早くも第二号から他の印刷会社（複数）からオフ ァーが入り、有り難いことに見積額で競っ ていただくことになった。創刊前の苦労が嘘のように、立場が逆転したのである。結局第二号以降も内外印刷 見積 競争 （公正に行った）に勝ち抜かれ、しば く発行を担当していただになった。個人的には創刊時の恩義があるので、内心安堵を覚えたのである 、もちろんい っさい細工を施していない（いちいち述べぬが、以降も同様である） 。ところが第四号は、秋田に本社 持つ公人印刷が担当されることにな た。翌年の第五号は再び内外印刷が復活されたが、当該号を最後に内外印刷は辞退されることになった。その結果、第六号以降は 社を寄せ付けない見積りを提示し続けた公人印刷改め武内印刷に、第二十号まで引き受 いただくことになった。この間、刊 予算が二割余も削減されることになったが、武内印刷にはどんな事態にも対応していただ たことに感謝しな てはならない ただし終 号 、大学の方針で学科単独の見積りが許されず、四学科分 見積り総額で印刷会社が決められ、その結果パンメディアにお世話いただく 最後にきて新
たな出会いとなったパ ンメディアは、終刊号の事情を理解してくださり、通常号では掲載しない総目次や索引の掲載など、面倒で予定外の仕事まで快く引き受けてくださった。ここに記して感謝する。　
さて、 『学科紀要』の題簽は、創刊号以来変えていない。阿部

















会活動・教育活動・大学管理運営活動） ・開講科目と担当者（大学院を含む） ・当該年度卒業論文・修士論文題目一覧の柱を立て、この順番に並べてある。研究室報告は、その年の学部主任が執筆している。 各教員の自己申告に基づく研究業績等の掲載は、自己点検
･評価活動が始まる前から行っている。研究業績の公
開など今では当たり前のことになったが、当時 抵抗感を抱く者もいた時代だから特筆してもいいことだろう。なお、現在文学部で刊行している『年次報告書』は、本学科の「彙報」が源流の一 つとなっ ている。ともあれ「彙報」の記述は、将来本学科の歴史を振り返ることがあれば、素材を提供する になるであろう。記録性という面からも評価され いと思う である。
　
以上『学科紀要』の歴史を振り返り、特徴 考察してみた。
熟考を経ての総括ではないので、遺漏もあろうし、記述の精粗も免れまい。肝心の掲載論文などにつ いては、 本篇に続く「目次 一 覧」や、末尾の「著者別索引」をご覧いただきたい。　
東洋大学の歴史とともに百二十五年の歴史を刻んできた中国哲
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































	 第 3号	 道教神像の崇拝
	 第 4号	 アメリカの道教研究─日米道教研究会議─
	 第 5号	 中国思想用語漢・英対照稿（Ⅰ）
	 	 The Chinese-English Comparative Glossary of Chinese 
  Thought?Ⅰ）
	 第 6号	 霊宝経と大乗思想─霊宝斎の思想的基盤─












横打理奈	 第 7号	 『女神』の版本について
	 第10号	 郭沫若の新詩誕生を探る─旧詩の考察から─
	 第12号	 胡適の『詩経』解釈にみる文学観








	 第 3号	 張文環の「父の要求」について
	 第 5号	 呂赫若「一本のラケツト」について
	 第 7号	 井上円了の「台湾紀行」
	 第 7号	 『台湾文学』の内紛について
	 第 8号	 『台湾文学』における広告












野村英登	 第 6号	 『春秋繁露』註釈稿（十一）
	 第 8号	 『春秋繁露』註釋稿（十六）






























	 第 4号	 恩師
	 第 4号	 二つの事変の狭間で
	 	 ─一在留邦人の見た満州事変および日支事変─





二階堂善弘	 第 3号	 春秋繁露註釈稿（七）
	 第12号	 蘇州玄妙観の十二天君について
新田幸治	 第 2号	 史記卜式考
	 第 5号	 読「韓長孺列伝」
	 第 7号	 井上円了の漢詩集について



















	 　第 3号	 春秋繁露註釈稿（七）
	 　第 4号	『春秋繁露』註釈稿（九）





















岩上治	 第 2号	 魯迅の提唱した「科学小説」その後
岩野忠昭	 第 6号	 『春秋繁露』註釈稿（十一）
	 第 7号	 『春秋繁露』註釈稿（十三）













岡部路子	 第19号	 張文環親戚・旧友訪探録（翻訳・第 3、4章）
（→田中路子）
?
川崎ミチコ	 第 2号	 敦煌文書に見る盂蘭盆について（一）
	 第 5号	 王敷撰「茶酒論」と敦煌に生活する人々









川田健	 第 2号	 『春秋繁露』註釈稿（六）
	 第 4号	 『春秋繁露』註釈稿（九）







『東洋大学 中国哲学文学科紀要』（創刊号～第 21 号）著者別索引
?
阿部兼也	 第 4号	 訳解「紹興同郷公函」
	 第 6号	 魯迅の科挙受験
	 第 8号	 	川崎ミチコ著〈《研究ノート》王敷撰「茶酒論」と敦煌に生
活する人々〉及び〈《研究ノート》再び王敷撰「茶酒論」につ
いて考える〉批判







	 第 2号	 中国古典詩歌考
荒木日呂子	 第 6号	 中国新石器時代の卜骨とその社会的意義について
	 第 8号	 卜骨の象徴的意義
	 第12号	 『淮河流域における符号からみた世界観』
	 	 ─賈湖、双墩、竜虯荘遺跡を中心にして─
荒見泰史	 第 5号	 講唱体研究の一周辺資料
	 	 ─敦煌資料仏教説話節録体について─
有澤晶子	 第21号	 中国庭園における見立の表象─拙政園を例にして
有田和夫	 第 3号	 陳独秀の思想的出発…康党から乱党へ…
	 第 4号	 章士釗の厳復評
	 第 6号	 専制的統一への期待─籌安会の思想をめぐって─
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